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は，文境界 ＜ 弱境界 ＜ 強境界の順になり，弱境界と強境界の間では支持されたが，文
境界と節境界間では支持されなかった。渡辺・外山では英語コーパスとの比較のために，
20 代～30 代前半の，大卒以上の学歴を持つ男女各 10 名のみを調査対象とした。そこで，
本研究では調査対象を広げ，より多様な話者を対象に，節境界におけるフィラーの使用に
影響する要因の分析を行った。フィラーの使用に影響する要因として分析対象としたのは
以下の 7 要因である。 
 
① 話者の性別：先行研究では男性話者の方がフィラーの使用率は高い（渡辺・外山 2017）。 
















『日本語話し言葉コーパス（CSJ）』(2016) コア中の模擬講演 107 講演を分析対象とした。 
 
２.２ 手続き 
１で述べた 7 要因に以下のような水準を設定した。 
 
① 話者の性別：講演者の男女の内訳は，女性 54 講演，男性 53 講演である。 
② 講演時（1999 年～2002 年）の年齢： 20 代から 60 代前半まで 5 歳区切りで 9 グループ。
人数の内訳は表 1 の通りである。 
③ 学歴：中学または高校卒，大学学部卒，修士以上の 3 グループ。人数の内訳は表 2 の通
りである。 
④ 講演経験：今回が初めて，1~5 回，6 回～10 回，11 回～20 回，21 回以上の 5 グループ。
人数の内訳は表 3 の通りである。 
⑤ 直前の境界の種類：直前が文境界（絶対境界），強い節境界（強境界），弱い節境界（弱










には個人差が大きいため，話者を変量効果として扱った。分析には，R version 3. 5. 0 上で，
lme4 パッケージ内の glmer と lmerTest を用いた。 
 
表 1 話者の年代内訳   表 2 話者の学歴内訳    表 3 話者の講演経験内訳 































































表 4 節頭におけるフィラーの出現確率を推定するロジスティクス回帰分析結果 
 
Variable   Estimate Std. Error z value Pr(>|z|)  オッズ比 
(Intercept) -1.790 0.302  -5.931 3.01e-09 *** 0.167 
性別       
 女性  0      
 男性  0.560 0.173  3.238 0.001 ** 1.750 
年齢  0.004 0.006  0.617 0.538  1.004 
学歴       
  中学・高校卒 0      
  大学学部卒 0.114 0.186  0.613 0.540  1.121 
  修士以上 0.853 0.513  1.662 0.097 . 2.347 
講演経験 -0.019 0.015  -1.215 0.225  0.982 
境界の種類       
   弱境界 0      
   強境界 0.526 0.044  11.881 < 2e-16 *** 1.692 
  文境界 0.464 0.049  9.553 < 2e-16 *** 1.590 
節中語数 0.012 0.002  4.768 0.000 *** 1.012 
節頭接続詞       
  なし  0      


























図 1 節頭におけるフィラーの出現確率推定値を示す回帰曲線（境界タイプ別） 
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表 5 節頭におけるエーの出現確率を推定するロジスティクス回帰分析結果 
 
Variable  Estimate   Std. Error  z value  Pr(>|z|) オッズ比 
(Intercept) -4.224    0.332 -12.72  < 2e-16 *** 0.015 
性別       
 女性  0      
 男性  1.073    0.327  3.279     0.001 ** 2.923 
学歴       
  中学・高校卒 0      
  大学学部卒 0.866    0.359  2.413      0.016 * 2.378 
  修士以上 0.692    0.639  1.084      0.278 1.998 
境界の種類       
   弱境界 0      
   強境界 0.265    0.070 3.806     0.000 *** 1.304 
  文境界 0.357    0.071 5.017     0.000 *** 1.429 
節中語数 0.013    0.004 3.526     0.000 *** 1.013 
節頭接続詞       
  なし 0      
















表 6 節頭におけるアノの出現確率を推定するロジスティクス回帰分析結果 
 
Variable  Estimate Std. Error z value Pr(>|z|) オッズ比 
(Intercept) -3.995   0.527 -7.574 0.000 *** 0.018 
性別       
 女性  0      
 男性  -0.372   0.343 -1.086 0.277   0.689 
年齢  0.024   0.012 2.033 0.042 *  1.025 
講演経験 -0.078   0.032 -2.435 0.015 *  0.925 
境界の種類       
   弱境界 0      
   強境界 0.355   0.072 4.93 0.000 *** 1.426 
  文境界 0.179   0.077 2.336 0.020 *  1.196 













表 7 節頭におけるマーの出現確率を推定するロジスティクス回帰分析結果 
 
Variable  Estimate  Std. Error z value Pr(>|z|) オッズ比 
(Intercept) -3.856  0.483 -7.983 0.000 *** 0.021 
性別       
 女性  0      
 男性  1.511  0.274 5.515 0.000 *** 4.532 
年齢  0.004  0.010 0.411 0.681   1.004 
学歴       
  中学・高校卒 0      
  大学学部卒 -0.143  0.293 -0.489 0.625   0.867 
  修士以上 -0.044  0.784 -0.056 0.955   0.957 
講演経験 -0.026  0.024 -1.11 0.267   0.974 
境界の種類       
   弱境界 0      
   強境界 0.567  0.066 8.645 < 2e-16 *** 1.763 
  文境界 0.458  0.074 6.223 0.000 *** 1.581 
節中語数 -0.003  0.004 -0.849 0.396   0.997 
節頭接続詞       
  なし  0      

















ラーの使用確率に有意な男女差はなかった（Watanabe & Korematsu 2017）。日本語にお
ける男女差の原因が生得的なものなのか，文化的なものなのかの追及は今後の課題である。
話者の年齢の効果はアノ以外なかった。しかし，表 1 からわかるように，今回用いたコー









 講演の言語特性に関する要因では，20 代～30 代前半の話者を対象とした渡辺・外山（2017）
同様，境界の種類の効果と節中語数の効果が有意だった。ただし，境界での出現確率は，
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